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文化庁 京都移転の経緯

平成28年3月 文化庁の京都移転が決定
「政府関係機関移転基本方針」（まち・ひと・しごと創生本部決定）
○外交関係や国会対応の業務，政策の企画立案業務（関係省庁との調整等）の事務についても現在と同等以上の機能が発揮できる
ことを前提とした上で，地方創生や文化財の活用など，文化庁に期待される新たな政策ニーズ等への対応を含め，文化庁の機能
強化を図りつつ，全面的に移転する。

平成30年10月

平成29年４月

京都移転を想定して、文化庁の組織を再編（部制の廃止など）

文化庁地域文化創生本部を京都に設置【先行移転】

京都移転シミュレーションを実施令和元年・2年

京都における業務開始

旧京都府警本部本館(改修)

新行政棟(新築)

令和4年12月 京都府における文化庁の新庁舎整備工事の竣工

平成29年７月

京都移転対象部署（政策課、文化資源活用課、文化財第一課、文化財第二課、宗務課、参事官（生活文化創造））

文化庁の京都移転の規模・移転先を決定
「新・文化庁の組織体制の整備と本格移転に向けて」(文化庁移転協議会決定)
○文化庁・本庁を京都に置く。その職員数（定員及び定員外職員の数）は、全体の７割を前提に、京都府、京都市をはじめとする
地元の協力も得ながら、250人程度以上と見込むものとする。

○現京都府警察本部本館を文化庁の移転先とする。

令和5年3月27日に新しい文化庁での業務を開始。令和5年5月15日に職員の大半が移転することを目指す。
令和5年3月
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３．移転に向けた更なる対応

（１） 文化庁の更なる機能強化等について
京都移転を契機として、文化庁長官のリーダーシップの下、庁全体の政策企画・調整
機能を更に強化するために長官の補佐体制を整えるとともに、多くの関係課が関わる「食
文化」及び「文化観光」行政については、その企画立案機能を強化するため、従前の「地
域文化創生本部」を発展的に見直し、長官をトップとした関係課長・参事官からなる「食
文化推進本部（仮称）」及び「文化観光推進本部（仮称）」を京都に設置する。
なお、こうした機能強化にあわせて、これまでの参事官の担当名称を整理し変更するこ
ととする。

文化庁京都移転に当たっての庁内体制等について
（令和５年３月８日 文化庁移転協議会資料 抜粋）
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長 官 次 長

審議官

政策課

参事官
（生活文化創造担当）

文化財
鑑査官

文化資源活用課

文化財第一課

文化財第二課

宗務課 ※

参事官
（生活文化連携担当）

食文化推進本部

文化観光推進本部

次 長

審議官

企画調整課

参事官
（芸術文化担当）

文化経済・国際課

国語課

著作権課

参事官
（文化拠点担当）

【京都】

【東京】

※業務に一定の区切りがつくまでの間、東京において勤務する予定

長官戦略室

【令和５年３月27日以降の文化庁の主な体制（イメージ）】
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文化庁全体の総合調整、職員の人事、機構・定員、
会計、広報、情報発信、文化政策調査研究等

不動産である文化資源の活用、文化財の保存及び活用
に関する総合政策等
建造物以外の有形文化財・無形文化財・民俗文化財・
文化財の保存技術の保存等
建造物である有形文化財・記念物・文化的景観・伝統
的建造物群保存地区・埋蔵文化財の保存等

宗教法人の規則、宗教団体との連絡、宗教に係る専門
的、技術的な指導助言等

無形・動産である文化資源の活用、生活文化振興、文
化創造支援、文化による地方創生・共生社会推進等

※

文化に関する基本政策の企画立案、劇場等の文化施設、
アイヌ文化振興、所管独立行政法人等

経済振興の見地からの文化振興、税制、国際文化交流、
国際協力等

国語の改善・普及、外国人に対する日本語教育、アイ
ヌ語の知識の普及・啓発等

著作者の権利・出版権及び著作隣接権の保護及び利用
等
実演芸術、映画、メディア芸術などの芸術文化振興、
学校における芸術教育の基準設定、人材育成等

我が国の食文化をはじめとする生活文化に係る情報発
信、顕彰、インバウンド施策の推進等

観光の振興に資する見地からの文化振興、文化観光拠
点支援、日本遺産等

文化庁京都移転に当たっての庁内体制等について
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文化庁京都移転祝賀の集い（令和５年３月26日）

※首相官邸HP（https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202303/26bunkatyou.html）より抜粋

岸田内閣総理大臣 挨拶

「・・・いよいよ明日から文化庁は業務を開始いたします。中央省庁の初の
本庁の移転です。これまでの関係者の皆様方の御尽力に心から敬意と感
謝を申し上げる次第でございます。
政府といたしましては今回の移転を機に、京都を中心に新たな文化振興
に取り組んでいきたいと考えております。
・・・また2025年には大阪・関西万博が開催されます。今回の移転を機
に、伝統×創造で日本を元気に、という思いで、都倉文化庁長官のイニシ
アティブの下、京都から食文化や文化観光などを始め、新たな価値を生み
出し、広く世界に発信していきたいとも考えております。・・・」
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「地域における食文化及び文化観光行政の更なる推進について」
（令和５年４月19日付 各都道府県・指定都市宛 文化庁長官通知 抜粋）

・・・本年３月27日からは、京都における新しい文化庁の業務を開始するにあたり、 文化庁長官の
下に新たに「食文化推進本部」及び「文化観光推進本部」を設置したところです。
両推進本部は、2025年の大阪・関西万博も見据え、庁内の多くの関係部署が関わる「食文化」及
び「文化観光」施策について、関係部署相互の緊密な連携を図り、農林水産省や観光庁等の協力も
得ながら総合的かつ効果的に推進するものです。
今後、両推進本部では、「食文化」及び「文化観光」に係る施策の全国展開を図ることをメインテー
マとして、現行施策の確認・共有を図り、2025 年の大阪・関西万博をターゲットにした取組の検討を
はじめ、全国各地において、食文化や文化観光の推進を通じた地方創生に取り組むとともに、地方公
共団体等との更なる連携方策についても検討することとしております。
既に、こうした取組を参考にして同様の組織を設置する地方公共団体があるなど、地域における検
討や取組が進みつつあることを踏まえ、各地方公共団体において、食文化や文化観光の一層の振興
に向けて、関係部局横断で施策を推進する体制を整えたり、地域の特徴を活かした特色ある取組を
行ったりする場合には、文化庁としても連携しながら関係施策の推進に努めてまいりたいと考えておりま
すので、…情報提供くださるようお願いします。 ・・・
（参考）
・石川県が文化観光推進本部と食文化推進本部を設置する旨を発表（令和５年４月14日）

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/chiji/kisya/r5_4_14/1/1.html 
・滋賀県が文化庁京都移転を契機として、新たに「国・県文化連携担当」を設置（令和５年４月18日）

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-shinbun/oshirase/331292.html 

地域における食文化及び文化観光行政の更なる推進について
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